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たこと、また放射線治療自体は有意な発症因子とはならないことを見出した。   
以上の結果は、乳房温存手術後の経過観察において重要な知見であり、また多施設の多  
数例の検討結果であることから、臨床研究としても鼻重な業績である。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
